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議

言葉

所
謂
「
経
潰
統
計
畢
」
に
就
い
て

ー

郡

菊

之

助

氏

に

答

ふ

|

蜂

) 11 

虎

最
近
、
名
古
屋
高
等
商
業
曲
学
校
教
授
郡
菊
之
助
氏
は
、
商
業

経
済
論
叢
第
七
巻
上
般
に
於
て
「
経
済
統
計
製
の
地
位
」
な
る
論

文
守
護
表
せ
ら
れ
、
共
の
中
に
於
い
て
、
私
の
組
問
縞
.
「
経
済
統

計
論
の
性
質
に
闘
す
る
一
考
察
」
(
経
済
論
叢
第
二
十
五
巻
第
圃

放
.
田
島
博
士
記
念
論
文
集
)
中
に
取
扱
っ
た
問
題
の
一
部
に
就

い
て
紹
介
と
批
判
と
巻
試
み
ら
れ
て
居
る
。
篤
闇
宇
な
る
氏
の
如

、
き
聞
章
者
か
ら
、
浅
撃
未
熟
、
私
ご
と
き
者
の
拙
い
考
が
、
批
判

と
敬
一
不
と
ぞ
受
け
る
機
曾
ぞ
得
た
こ
と
は
、
私
の
光
栄
と
し
、

ま
に
探
く
感
謝
す
る
所
で
あ
る
。
併
し
、
不
敏
な
る
私
は
、
氏

の
教
に
も
不
拘
、
氏
の
教
へ
に
服
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
み

雑

銭

所
調
「
経
済
統
計
撃
」
に
就
い
て

か
、
準
ん
で
白
設
会
同
執
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ぞ
遺
憾
と
す
る

者
で
あ
る
。
寛
容
な
る
氏
が
、
私
の
不
遜
な
る
態
度
必
許
さ
れ

而
も
再
び
親
し
く
毅
へ
争
授
け
ら
れ
ん
司

γ
と
を
心
か
ら
願
ふ
次

第
で
あ
る
。

氏
の
見
解
に
服
し
得
な
い
根
本
的
理
由
は
、
二
臨
に
断
着
す

る
。
第
一
に
、
氏
の
積
極
的
主
張
と
見
ら
ゐ
ペ
与
が
見
解
に
於

τ、
何
等
科
率
的
根
擦
の
一
不
さ
れ
て
お
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
親

切
な
る
氏
は
、
我
h
M

に
諸
家
の
見
解
を
紹
介
さ
れ
、
淳
A
と
設

か
れ
る
が
、
氏
自
憾
の
主
張
の
根
擦
が
諸
家
の
意
見
の
霞
の
中

に
消
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
一
不
的
に
一
例
を
掲
け
れ
ば
、
氏

は
云
ふ
「
統
計
撃
の
各
論
の
一
た
る
経
済
統
計
皐
じ
は
二
つ
の

方
面
、
即
ち
、
方
法
皐
と
し
て
の
方
面
と
自
民
投
皐
叉
は
賓
樫
製

と
し
て
の
方
面
と
が
あ
る
。
前
者
は
粧
品
何
統
計
の
方
法
の
研
究

で
あ
り
、
後
者
は
経
済
統
計
の
結
旧
南
の
研
究
で
あ
る
。
経
済
閣
牢

と
統
計
事
と
の
闘
係
在
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
等

つ
の
方
面
に
つ
い
て
夫
h
経
済
統
計
事
の
性
質
ぞ
検
討
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
論
文
の
冒
頭
に
論
断
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
「
統
計
撃
の

各
論
の
一
た
る
経
済
統
計
墜
に
は
こ
つ
の
方
面
、
方
法
皐
と
し
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雑

録

所
調
「
経
済
統
計
撃
」
に
就
い
て

て
の
方
面
と
寅
在
息
一
文
は
賞
稽
墜
と
し
て
の
方
面
と
が
あ
る
」

と
主
張
さ
れ
る
恨
擦
は
何
底
に
在
る
の
か
。
氏
は
後
に
賞
在
曲
学

と
し
て
の
統
計
墜
の
内
容
ぞ
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
何

故
に
、
方
法
撃
と
し
て
経
済
統
計
撃
と
一
韓
を
成
し
て
経
済
統

計
撃
を
構
成
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
構
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の

論
設
ぞ
奥
へ
ら
れ
て
お
ら
ぬ
。
氏
は
屡
，
R

準
聞
の
設
建
の
た
め

必
要
℃
あ
る
と
か
慌
利
で
あ
る
と
か
去
ふ
様
な
説
明
を
輿
へ
沿
っ

れ
て
ゐ
る
が
、
科
事
的
論
嫁
は
論
現
的
必
然
が
一
亦
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
必
要
論
や
便
宜
論
で
は
な
い
と
思
ふ
。
こ
れ
は
草

に
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

第
二
鮪
と
し
て
、
氏
の
設
に
服
し
得
ぬ
理
由
は
、
私
に
閥
す

る
批
判
は
、
多
く
の
揚
合
、
的
を
は
づ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ

る
。
従
っ
て
賓
際
の
問
題
と
し
て
、
本
文
に
於
い
て
は
、
都
民

の
私
の
論
文
に
謝
す
る
誤
解
ぞ
明
ら
か
に
す
る
の
み
に
て
満
足

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
、
か
ご
匂
誤
解
或
は
、
歪
め
ら
れ
た

る
解
樺
の
原
因
、
責
任
は
、
私
の
拙
い
表
現
法
に
依
る
こ
と
、

短
い
論
文
中
、
大
な
る
問
題
ぞ
簡
寧
に
、
烏
噸
闘
的
に
展
開
し

ょ
う
と
し
た
私
の
訣
れ
る
試
み
に
在
る
こ
と
は
、
私
の
自
ら
知
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る
所
で
、
郡
氏
並
に
讃
者
に
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

な
ほ
、
私
は
い
ま
、
命
そ
受
け
て
、
脇
陣
米
巡
遊
の
途
上
に
在

り
、
氏
の
見
解
を
現
解
す
る
に
参
考
さ
る
べ
き
氏
の
論
著
を
手

許
に
有
大
ぬ
の
み
か
、
氏
の
如
く
諸
家
の
見
解
を
引
用
紹
介
し

て
論
を
準
む
る
の
便
宜
を
も
有
七
な
い
。
併
し
既
蓮
の
如
く
、

本
文
の
目
的
は
、
問
題
の
要
貼
ぞ
明
ら
か
に
す
る
ニ
と
に
在
つ

て
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
く
、
ま
穴
私
の
断
朝
の
日
の
な
ほ
遠

品
川
を
想
ひ
、
忽
卒
め
閥
、
卑
見
を
泌
ぶ
ら
次
第
で
あ
る
。

ーー

先
つ
論
識
を
明
ら
か
に
し
て
置
く
司
}
と
が
便
利
で
あ
る
。

私
の
見
解
と
し
て
漣
べ
た
黙
は
、
統
計
事
、
共
の
研
究
封
象

止
し
て
統
計
方
法
そ
有
つ
。
而
し

τ、
所
謂
、
統
計
的
研
究
な

ιL る
て も
、の
専は
ら
統特
計定
方事
法象
にの
依ーヱ

質
り ι

行為
J、ElJ

研カ、
究た

を E
名 L
つむ
ける
?こ目
も的
のや

で
、
そ
れ
は
統
計
畢
自
慢
で
は
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
れ

に
反
し
、
郡
氏
は
、
「
経
済
統
計
皐
」
は
、
私
の
言
葉
で
云
ふ
統

計
方
法
(
?
)
と
、
統
計
的
研
究
の
二
個
の
内
溶
を
有
つ
べ
き
も



の
で
あ
り
、
現
に
有
っ
て
ゐ
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
‘

経
済
事
象
の
統
計
的
研
究
は
そ
れ
自
健
、
経
済
統
計
論
の
研
究

針
象
で
は
な
い
と
云
ふ
卑
見
に
針
し
、
郡
氏
は
、
斯
か
る
研
究

が
、
民
の
所
謂
「
粧
品
問
統
計
皐
」
を
構
成
す
る
と
主
張
さ
れ
る
に

過
ぎ
な
い
。
而
し
て
前
に
断
っ
て
置
い
た
様
に
.
私
は
氏
か
ら

明
確
な
る
共
の
主
張
の
根
捺
宇
佐
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ

る。
故
仁
‘
此
の
問
題
を
解
決
す
る
大
め
に
は
、
都
民
が
、
統
計

事
な
る
康
問
を
如
何
に
規
定
し
て
ゐ
る
か
‘
ま
に
、
氏
の
所
謂
、

る経
積済
動:統
的員十
主皐
張の
と性

質
共並
のに
根共
事まの
と統
会計
知樫
らに
ね於
tまけ
なる
ら位
ぬ置

然防
るす

に
、
私
は
此
の
鮪
に
闘
し
て
氏
を
充
分
に
現
解
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
の
ぞ
遺
憾
と
す
る
。
護
者
の
便
宜
そ
思
ひ
、
氏
の
論
構

と
共
の
主
張
の
大
要
を
先
つ
昭
介
し
、
そ
れ
に
容
へ
る
こ
と
》

し
ゃ
、
フ
。

都
民
に
依
れ
ば
、
経
済
統
計
撃
は
、
「
方
法
事
と
し
て
の
経
済

統
計
製
」
と
「
賃
在
態
と
し
て
の
統
計
事
」
の
二
部
よ
り
成
る
も

の
で
あ
り
、
「
方
法
皐
と
し
て
の
経
済
統
計
事
」
に
就
い
て
は
、

雑

鎌

所
調
「
経
済
統
計
畢
」
に
就
い
て

「
一
般
的
統
計
方
法
論
と
‘
特
殊
的
統
計
方
法
論

l
業
績
l
経
済

統
計
方
法
撃
の
性
質
、
内
容
及
び
効
用
」
の
諸
項
目
に
就
い
て

論
ぜ
ら
れ
、
賞
在
感
と
し

τの
経
済
統
計
息
一
-
に
就
い

τは
、
「
共

の
怠
味

l
業
績

l
経
済
皐
上
の
闘
係

l
経
済
撃
者
の
見

l
賂
川

開
学
士
の
説
ー
そ
の
批
評
」
に
就
い
て
説
明
及
び
批
判
令
さ
れ

τ

ゐ
る
。
論
梼
甚
だ
雄
大
で
、
論
議
多
岐
に
百
一
っ
て
ゐ
る
が
、
要

す
る
に
、
前
に
述
べ
大
様
に
、
私
が
民
に
依
り
問
題
に
さ
れ
た

の
は
、
「
質
在
串
と
し
て
の
経
憐
統
汁
事
」
に
就
い
て
ぜ
あ
る
。

私
は
共
の
成
立
、
事
在
人
刷
、
否
定
し
去
り
、
氏
は
之
れ
か
積
極
に

主
張
さ
れ
る
。

然
ら
ば
、
氏
の
主
張
の
理
由
と
根
鎌
如
何
。
い
ま
、
私
は
、

氏
の
主
張
を
検
討
す
る
に
営
り
、
徒
ら
に
氏
の
論
文
を
引
用
し

て
貴
章
な
る
紙
頁
在
費
ひ
や
す
を
避
け
る
と
共
に
、
私
の
検
討

の
視
角
と
視
野
と
を
明
瞭
な
ら
し
め

τ、
氏
並
に
護
者
の
批
判

を
乞
ふ
大
め
に
、
要
約
黙
に
次
の
三
臨
み
-
掲
け
て
問
題
eq
考
へ

る
こ
と
に
し
に
い
。
査
し
、
我
h
が
氏
の
主
張
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
氏
が
弐
の
三
黙
に
闘
し
、
如
何
な
る
見
解
を
有
た
れ

て
ゐ
る
か
ゾ
、
こ
れ
が
解
決
の
鍵
だ
か
ら
で
あ
る
。
邸
ち
、
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雑

銭

所
調
「
経
湾
統
計
事
」
に
就
い
て

山
、
氏
の
所
謂
、
「
統
計
皐
」
の
性
質
如
何
、
而
し
て
ま
た
、

共
の
統
計
皐
は
如
何
な
る
内
山
手
と
慢
系
に
よ
り
、
組
織
3
る
、

壊
問
で
あ
る
か
ω

問
、
氏
の
所
謂
、
「
方
法
皐
と
し
て
の
経
済
統
計
事
」
と
は
田
市

し
て
如
何
な
る
皐
問
で
あ
り
、
ま
に
、
共
の
「
統
計
事
」
に
針
す

る
関
係
、
地
位
如
何
。

問
、
氏
の
所
叩
間
寸
賞
投
壌
と
し
て
の
経
済
統
計
閣
ご
と
は
旧
市
し

て
如
何
む
る
性
質
ぞ
有
し
。
其
の
方
法
草
と
し
て
の
経
済
統
計

壌
と
如
何
な
る
闘
係
、
地
位
に
立
ち
、
所
罰
、
「
統
計
皐
」
を
成

立
せ
し
む
る
む
の
で
あ
る
か
。

ω、
に
就
い
て
は
、
現
十
代
の
私
と
し
て
は
、
不
幸
に
し
て
氏

の
見
解
を
知
る
使
宜
を
有
た
な
い
。
僅
に
、
氏
の
右
の
論
文
に

於
て
、
経
済
統
計
事
と
は
、
統
計
製
の
各
論
的
部
門
に
岡
崎
し
、

而
し
て
、
「
経
済
統
計
事
」
に
は
、
「
方
法
亭
と
し
て
の
経
済
統

計
事
」
寅
在
壌
と
し
て
の
つ
経
済
統
計
事
」
の
窓
在
す
る
こ
と
を

知
る
に
と
ぜ
ま
る
。
而
し
て
、
統
計
阜
の
織
論
的
部
門
と
云
ふ

の
は
、
而
し
て
、
前
者
、
即
ち
枇
曾
現
象
の
全
般
に
共
通
な
る

場
合
ぞ
探
っ
て
統
計
十
刀
法
の
研
究
を
行
ふ
甲
】
と
は
明
ら
か
に
統
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計
磐
線
論
ま
た
は
朕
論
の
任
務
で
あ
る
が

二
般
統
計
方
法

論
〉
‘
各
部
門
に
特
有
な
る
統
計
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
統

計
曲
学
各
論
た
る
人
口
統
計
事
、
経
済
統
計
壊
、
政
治
統
計
壊
、

道
徳
統
計
惑
の
任
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

(
特
殊
的
方
法
論
)
。

」
と
一
玄
ふ
氏
の
説
明
に
依
り
、
大
胆
師
、
共
の
見
解
を
窺
知
す
る

こ
と
が
由
来
る
。
ニ
れ
に
依
る
と
、
「
統
計
事
の
総
論
的
部
門
」
と

は
、
一
般
的
「
統
計
方
法
論
」
や
研
究
す
ゐ
部
円
で
あ
っ
て
、
共
の

研
究
は
、

「
統
計
方
法
」
を
針
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、

統
計
撃
の
各
論
的
部
門
に
は
、

種
々
の
亜
門
が

あ
る
が
、
何
れ
も
、

「
方
法
事
」

と
「
寅
在
感
」
と
し
て
存

在
す
べ
き
二
個
の
も
の
を
内
容
と
す
る
と
云
ふ
の
が
、
氏
の

見
解
で
あ
る
。
い
ま
、
私
は
、

一
模
事
問
の
「
線
論
」
と
「
各
論
」

と
が
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
も
の
か
一
般
の
見
解
ぞ
知
ら
な
い

が
、
卑
見
に
依
れ
ば
、
共
の
曲
学
問
の
一
般
的
規
定
の
研
究
が
綿

論
と
な
り
、
特
殊
的
規
定
が
各
論
と
し
て
、
奥
へ
ら
る
べ
き
も

の
と
考
へ
、
統
計
事
の
理
解
に
於
て
も
右
の
見
解
の
下
に
遁
べ

た
の
で
あ
る
。
若
し
統
計
事
総
論
に
於
て

「
方
法
」
の
み
が
研

究
針
抽
端
で
あ
れ
ば
、
各
論
に
於
て
は
、
営
然
に
共
の
方
法
の
特



殊
的
規
定
が
問
題
と
さ
る
べ
き
は
、
論
理
の
一
買
を
期
す
る
事

問
的
要
求
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
此
の
賠
に
就
い
て
は
‘

郡
氏
の
右
の
一
個
の
論
文
に
於
て
は
必
?
し
も
解
決
し
得
る
底

で
な
い
か
ら
、
私
の
疑
問
と
し
て
掲
け
る
に
と
ピ
め
る
。
↑
h
f

・

大
臓
に
云
ふ
こ
と
が
許
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
郡
氏
に
於
て
は
、

此
の
貼
が
必
宇
し
も
明
瞭
に
さ
れ
て
ゐ
ゐ
と
は
想
像
し
難
い
の

で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
右
の
論
交
の
問
題
の
展
閣
か
ら
考

へ
て
、
若
じ
此
の
防
、
明
吋
慨
に
氏
が
規
定
し
て
お
ゐ
な
ら
ば
、

論
旨
M

側
め
て
明
確
で
、
必
要
論
や
、
便
宜
論
な
ど
が
飛
び
出
し

て
は
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
「
方
法
皐
と
し
て
の
粧
済
統
計
事
」
の
性
質
に
就
い

て
は
.
郡
氏
の
「
方
法
皐
」
な
る
も
の
が
、
不
敏
な
る
私
に
は
充

分
現
解
し
得
な
い
の
で
、
来
し
て
、
私
の
所
謂
「
統
計
方
法
」
と

一
致
す
る
か
否
か
を
断
定
し
難
い
が
、
併
し
少
く
も
共
の
刺
曲
帯

さ
れ
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
は
、
私
の
「
統
計
方
法
」
中
に
含
ま
る

べ
き
問
題
で
あ
る
か
ら
、
認
に
は
問
題
と
な
ら
ぬ
。
に
U

氏
が

統
計
方
法
に
置
く
所
の
重
知
と
私
の
そ
れ
と
は
、
著
し
く
異
る

所
の
も
の
で
あ
る
こ
と
並
に
氏
が
、
方
法
皐
と
し
て
の
粧
州
統

雑

録

所
調
「
経
湾
統
計
事
」
に
就
い
て

計
撃
の
組
織
隠
系
に
就
い
て
何
等
説
明
さ
れ
て
居
ら
ぬ
句
同
と
は

韻
者
の
容
易
に
看
取
さ
れ
る
所
で
あ
ら
・

1
殊
に
、
「
粧
品
何
統
計

方
法
撃
の
殿
堂
舎
建
設
(
七
十
六
頁
と
す
る
に
注
意
す
べ
き
事

項
と
し
て
氏
が
掲
け
ら
れ
た
事
項
を
見
て
も
、
私
は
氏
が
統
計

単
一
主
に
統
計
方
法
に
就
い
て
如
何
に
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
か
に
就

い
て
、
滑
に
多
大
の
疑
問
を
有
っ
て
ゐ
る
二
と
を
告
白
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
此
の
鮎
に
就
い
て
は
改
め
て
論
?
る
機
曾
が
あ
る
?

み
の
り
、

3
0

第
三
に
、
「
貨
在
撃
と
し
て
の
経
済
統
計
皐
」
或
は
、
「
統
計
的

経
済
皐
」
は
(
何
れ
の
名
ぞ
以
て
呼
ば
る
》
も
結
局
名
稿
の
問
題

に
過
ぎ
な
い
と
氏
は
設
か
れ
る
が
て
要
す
る
に
、
「
経
済
事
象

の
ず
イ
ン
ぞ
統
計
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
云
ふ
の
が

氏
の
見
解
で
あ
る
。
「
統
計
的
に
研
究
」
と
は
如
何
な
る
ニ
と
で

あ
る
か
、
氏
の
見
解
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
私
の
定
義
し
た

所
の
、
「
統
計
的
研
究
」
な
る
も
の
と
、
異
る
も
の
で
は
な
い
で

あ
ら
う
こ
と
は
共
の
例
示
さ
れ
た
所
か
ら
想
像
さ
れ
る
。
而
し

て
氏
は
、
「
従
っ
て
ま
た
賓
在
撃
と
し
て
の
経
済
統
計
製
の
任
務

や
内
容
に
闘
し
今
日
諸
皐
者
の
見
解
は
必
す
し
も
一
定
せ
な
い

第
三
十
巻

i¥. 

五

第
五
時
制

O 



雑

銀

所
謂
「
経
済
統
計
画
学
」
に
就
い
て

の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
寅
在
壊
れ
る
絞
湾
統
計
壊
が
他
の
寅
布

早
大
る
統
計
壊
、
例
へ
ば
人
口
統
計
事
、
政
治
統
計
阜
、
数
育

統
計
事
等
と
同
様
、
他
日
必
歩
一
定
の
内
容
と
健
系
と
ぞ
有
す

る
日
の
・
来
る
べ
き
こ
と
を
信
宇
る
も
の
で
あ
り
、
叉
、
後
に
遁

べ
る
如
く
、
経
怖
感
(
特
に
経
済
原
論
)

と
並
ん
で
一
個
の
科

壊
、
或
は
少
く
と
も
一
個
濁
特
な
る
教
科
と
し
て
容
在
し
得
ベ

き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
じ
て
私
は

7
4
ア
殺
授

問
。
一
ピ
賃
布
山
市

ιし
て
の
純
作
統
計
取
に
は
一
一
つ
の
研
究
方
同

あ
る
こ
と
を
認
め
に
い
」
(
七
九

l
八
O
頁
)
と
論
ぜ
ら
れ
、

イ
ヤ

l
の
説
明
ぞ
引
用
さ
れ
氏
の
見
解
を
補
足
さ
れ
て
お
ら
れ

る
。
併
し
か
、
る
研
究
の
必
要
な
る
ニ
と
並
に
か
》
る
研
究
の

現
在
庫
在
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
必
が
し
も
、
「
統
計
事
」
或
は

「
経
済
統
計
事
」
ぞ
構
成
す
る
或
は
構
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ

結
論
に
は
必
す
し
も
到
達
す
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
献
に
開

し
、
氏
の
主
張
は
濁
断
的
で
あ
り
、
感
情
的
で
あ
る
。
共
庭
に

主
張
の
理
由
と
根
城
と
を
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

経
済
現
象
そ
統
計
壊
の
示
す
所
の
統
計
方
法
に
依
り
研
究
す
る

こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が ... 
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多
く
あ
り
得
る
。
そ
れ
ら
は
、
現
在
の
枇
曾
諸
科
撃
の
研
究
の

準
歩
ぞ
促
す
で
あ
ら
う
と
共
に
、
ま
に
一
面
、
統
計
事
の
内
符

を
曲
一
耳
富
な
ら
し
め
充
寅
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
ニ
と
は
、
統
計

車
十
史
を
省
み
て
も
明
ら
か
に
察
知
し
得
る
所
で
あ
り
、
現
論

的
に
も
容
易
に
考
へ
得
る
所
で
あ
る
。
併
し
、
枇
曾
諸
科
単

の
目
的
と
す
ゐ
所
は
、
其
の
研
究
針
象
の
解
剖
分
析
に
依
り
、

法
則
や
焚
見
す
る
、
)
と
で
あ
っ
て
、
諸
々
の
枇
曾
利
撃
は
共
の

日
的
に
針
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
研
抗
予
防
と
方
訟
と
を
諸
じ
施
す

ベ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
共
の
限
の
に
於
て
.
必
要
あ
れ
ば
、

研
究
者
は
、
統
計
方
法
ぞ
採
用
す
る
で
あ
ら
う
し
、
是
非
と
も

探
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
揚
合
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
此
中
甲
子
の
一

h

の
研
究
が
、
軍
に
、
統
計
方
法
に
依
る
が
故
に
、
何
ん
で
も

か
ん
で
も
統
計
皐
中
に
組
み
込
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

併
し
、

一
定
事
象
の
統
計
的
研
究
が
、
統
計
壌
中
に
、
閥
系

づ
け
ら
れ
、
組
織
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
は
、
統

計
撃
の
本
質
よ

0
・
営
然
に
、
論
理
的
に
然
る
所
以
が
論
詮
3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
消
極
的
仁
は
、
他
の
既
存
の

事
聞
の
領
域
に
入
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
が
説
明
さ
れ
ね
ば
本
ら



ぬ
。
郡
氏
か
ら
は
、
不
幸
じ
し
て
、
そ
の
何
れ
そ
も
明
ら
か
に

説
明
さ
れ
な
か
っ
大
の
で
あ
る
。
僅
に
経
済
事
と
の
関
係
に
於

い
て
、
経
済
撃
は
質
的
研
究
方
法
や
主
た
る
方
法
と
す
る
に
針

し
、
経
椅
統
計
撃
は
、
量
的
方
法
令
ぞ
主
に
る
研
究
方
法
と
す
る

か
ら
、
経
済
統
計
阜
の
分
化
容
立
身
認
む
る
こ
と
は
、
粧
拙
判
的

知
識
の
進
化
上
、
必
要
に
し
て
使
宜
な
る
も
の
で
あ
る
(
八
一
一
一

頁
)
と
論
ぜ
ら
れ
、
殊
に
、
統
計
方
法
に
遁
ぜ
る
統
計
皐
者
に
よ

り
、
開
拓
育
成
せ
ら
る
べ
き
部
分
の
儀
多
な
る
こ
と
を
考
へ
る

揚
ん
口
仁
付
u

粧
品
肝
統
計
事
は
こ
れ
ぞ
粧
品
何
思
ょ
の
分
離
し

T
概

念
し
、
そ
の
健
系
化
を
計
る
こ
と
が
至
営
で
あ
る
と
信
歩
ゐ

(
同
一
一
良
)
止
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
氏
の
輩
な
る
意
見
で

あ
る
。
統
計
製
本
来
の
川
口
一
質
か
ら
、
必
然
に
統
計
的
研
究
は
、

統
計
事
H
L
含
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
、
或
は
、
経

済
皐
の
本
質
よ
り
し
て
、
必
然
に
、
経
済
事
象
の
統
計
的
研
究

は
其
の
研
究
領
域
よ
り
排
斥
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
句
回

と
が
論
謹
或
は
説
明
さ
れ
大
わ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
知
識
の

進
化
上
必
要
に
し
て
便
宜
で
あ
h
、
或
は
至
蛍
と
信
ぜ
ら
れ
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
的
知
識
の
進
化
上
必
要
に
し
て

雑

所
謂
「
経
済
統
計
皐
」
に
就
い
て

録

• 

便
宜
な
る
か
否
か
は
、
私
の
問
題
と
し
に
所
で
は
な
〈
、
ま
た

湾
問
事
私
の
如
含
者
の
論
じ
得
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
此
の
黙

に
鰯
れ
る
こ
と
は
避
け
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

氏
は
ま
大
「
教
科
目
」
と
し

τの
所
謂
氏
の
「
経
済
統
計
皐
」
の

存
在
を
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
「
教
科
目
」
と
す
る
限
り
、
聞
宇
修
者
の

便
宜
、
教
授
上
の
必
要
か
ら
、
便
宜
的
な
る
組
織
や
輿
へ
て
特

殊
の
知
識
を
授
け
る
こ
と
は
、
必
要
の
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
そ

-
土
、

E
a
L
七
、
ア
冶

P

庁
長

rーと
j

〉
?
、
也
、

f
・1
1
i
J

。
ー
:
耳
j
t
r
c
可
叫
が
[
寸
、
身

E
即

に
、
論
理
的
関
系
を
興
へ
る
も
の
で
は
な
く
、
何
燈
ま
で
も
、

穀
授
上
の
使
宜
、
皐
修
者
の
使
宜
な
る
僚
件
の
下
に
認
め
ら
れ

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

一
定
の
曲
学
問
の
本
質
論
の
訓
党
自

間
腕
と
、
こ
れ
を
如
何
に
教
授
す
る
か
と
は
全
く
別
個
の
問
題
で

あ
る
。な

ほ
考
へ
方
を
検
へ
て
問
題
を
見
る
時
は
、
統
計
事
者
が
、

統
計
方
法
に
熟
達
し
て
ゐ
る
か
ら
、
統
計
的
研
究
は
、
統
計
畢

に
入
る
ミ
と
を
便
宜
と
す
る
と
云
ふ
様
な
見
解
に
は
、
私
は
承

服
出
来
な
い
の
み
な
ら
?
、
全
〈
反
針
せ
ざ
る
巻
得
な
い
。
こ

の
論
法
は
、
法
律
の
解
樺
が
形
式
論
理
で
一
貫
す
る
か
ら
、
法

第
三
十
巻
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雑

品主

所
謂
「
経
湾
統
計
事
」
に
就
い
て

俸
の
解
鰐
は
寧
ろ
論
理
閣
で
者
に
委
ね
、
論
理
事
の
一
部
門
広
す

る
こ
と
こ
そ
遁
営
で
あ
る
と
云
ふ
論
法
に
な
り
は
し
ま
い
か
。

併
し
、
か
、
る
提
言
は
何
人
に
も
一
笑
に
附
せ
ら
れ
る
で
あ
ら

フ
。
荒
し
、
法
律
を
理
解
せ
す
、
論
理
風
?
を
理
解
せ
ぬ
が
放
で

あ
る
。
統
計
的
研
究
に
於
て
も
然
り
、
統
計
方
法
に
熟
達
し
て

ゐ
る
が
故
に
統
計
的
研
究
が
問
来
る
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
一
定

事
決
の
研
究
に
熟
漣
し
て
ゐ
る
か
ら
『
)
そ
、
而
し
て
ま
に
統
計

方
法
じ
精
油
し

τお
れ
ば
，
}
そ
特
定
事
象
の
統
計
的
研
究
が
可

能
な
の
で
あ
る
。
ニ
れ
は
郁
氏
の
み
な
ら
十
、
屡
均
一
統
計
事
者

の
強
調
す
る
所
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
う
ぬ
限
れ
に
過
ま
な

ぃ
。
査
し
、
統
計
的
研
究
の
本
質
ぞ
充
分
に
現
解
し
得
に
る
者

に
は
、
か
も
る
こ
と
は
決
し
て
云
へ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
ま
に
、
従
来
の
、
償
値
あ
る
統
計
的
研
究
な
る
も
の
を

内
外
の
文
献
に
就
い
て
見
れ
ば
、
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
所
で
あ

る
。
特
定
の
事
象
の
統
計
的
研
究
は
、
こ
れ
に
闘
す
る
特
定
の

理
論
な
く
し
て
決
し
て
行
は
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は

「
統
計
方
法
」
の
性
質
白
鶴
よ
り
も
桜
め
て
明
瞭
に
現
解
さ
れ
得

要
す
る
に
此
等
に
闘
す
る
認
識
不
足
、
珂
解

る
所
で
あ
る
。

第
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の
不
充
分
は
、
右
の
様
な
大
言
批
認
と
な
っ
て
、
統
計
事
者
の

口
か
ら
漣
べ
ら
れ
る
こ
と
冶
な
る
の
で
あ
る
。
統
計
壌
は
か
ヨ

る
研
究
を
組
織
す
一
る
一
障
と
し
て
、
共
の
償
内
に
納
め
る
ニ
と

は
、
性
質
上
許
き
な
い
し
、
ま
に
統
計
皐
者
の
能
力
の
問
題
か

ら
見
て
も
不
可
能
の
こ
と
で
あ
る
。
若
し
か
ご
匂
ニ
と
を
敢
て

企
だ
て
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
氏
の
所
謂
、
曲
学
問
の
議
達
、

深
化
じ
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
副
学
閣
の
強
達
一
い
於
て
は
、

特
定
の
準
的
の
領
域
を
せ
ば
め
、
深
め
て
行
く
こ
と
こ
そ
必
要

で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
統
計
皐
が
従
来
、
特
殊
な
る
統

計
的
研
究
や
-
内
容
と
し
て
有
っ
た
と
し
て
も
|
そ
れ
は
な
い
'
}

と
だ
と
思
ふ
、
軍
に
、
僅
に
統
計
的
方
法
の
具
値
的
説
明
と
し

て
用
ひ
ら
れ
大
も
の
に
過
ぎ
な
い
l
寧
ろ
、
そ
れ
は
過
渡
的
の

も
の
と
し
て
吐
き
出
し
て
、
他
の
濁
立
の
曲
学
問
と
し
て
事
在
せ

し
む
る
か
或
は
、
既
に
褒
建
準
歩
し
て
ゐ
る
由
弔
問
の
領
域
に
入

れ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
否
、
必
然
に
此
等
の
統
計
的
研
究

は
既
容
の
科
撃
の
内
容
と
し
て
含
ま
る
べ
き
佐
賀
の
も
の
で
あ

る



私
は
以
上
で
、
氏
の
見
解
に
封
す
る
私
の
疑
問
、
私
の
考
冶

述
べ
た
。
問
題
は
既
に
解
決
さ
れ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
が
、
次
に
簡

軍
に
氏
が
私
に
劃
し
て
抱
か
れ
た
疑
問
と
批
評
に
針
し
、

し
で
此
の
稿
を
終
る
こ
と
加
し
よ
う
。

郡
氏
は
、
私
の
立
場
ぞ
説
明
さ
れ
、
純
然
た
る
、
己
主
M
G
-
r
E

の
立
揚
よ
d
A
h

れ、

リ
ユ
メ
リ
ン
或
は
、

刀
り
ア
ヤ
ン
と
北
九
の

見
解
ぞ
根
本
に
於
て
共
通
に
す
る
と
云
は
れ
、
「
併
し
な
が
ら
、

賃
借
的
研
究
と
し
て
の
経
済
統
計
壌
は
印
刻
し
て
蜂
川
氏
等
の
論

4
y
ゐ
如
く
、
論
理
的
に
も
、
賞
用
的
に
も
容
立
す
る
を
得
歩
、

ま
た
穿
立
す
る
を
嬰
せ
ざ
る
も
の
で
あ
ら
・
7
か
」
(
八
八
頁
)
と

疑
問
を
提
出
さ
れ
、
私
に
就
い
て
三
ナ
僚
の
疑
問
を
掲
け
ら
れ

て
ゐ
る
。

先
づ
疑
問
の
根
本
、
「
論
理
的
に
も
、
費
用
的
に
も
存
立
す
る

ぞ
得
ざ
る
か
」
に
就
い
て
は
、
既
に
、
論
理
的
に
は
、
私
の
解

す
ゐ
限
り
、
存
立
し
得
ぬ
こ
と
を
述
べ
た
、
従
っ
て
論
理
的
に

そ
の
存
立
を
要
せ
ざ
る
・
』
と
論
な
し
。
質
問
的
に
存
立
す
る
を

雑

鎌

所
調
「
縄
漕
統
計
事
」
に
就
い
て

同

得
ざ
る
か
否
か
は
、
私
に
は
、
賞
用
的
の
意
味
が
明
瞭
で
な
い

の
で
明
確
に
答
へ
ら
れ
な
い
が
、
教
授
上
の
必
要
と
か
、
撃
修

者
の
使
宜
と
か
云
ふ
様
な
教
科
目
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
れ
は
、

便
宜
に
従
っ
た
が
宜
し
い
で
あ
ら
う
と
云
ふ
よ
り
他
は
な
い
、

便
宜
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
理
屈
は
な
い
e

第
一
ナ
僚
に
於
て
氏
が
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
要
す
る
に

黙
に
闘
す
る
で
あ
ら
‘
ヲ
。

川
、
刈
閣
内
干
の
濁
立
性
を
市
中
ら
研
究
扮
須
の
獅
特
な
ゐ
こ
と
に

依
り
、
主
張
せ
ん
た
め
に
は
、

一
勝
か
冶
る
論
擦
の
十
止
し
き
こ

と
の
説
明
。

問
、
統
計
撃
の
研
究
針
象
は
枇
曾
大
量
現
象
な
り
と
一
式

f
-

'P
し
が
正
し
か
ら
や
J

と
す
れ
ば
、
そ
の
然
る
所
以
。

問
、
経
済
撃
の
一
部
門
な
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
濁
特
な
る

研
究
方
法
t
q
有
す
る
こ
と
に
依
り
経
済
皐
の
一
部
門
と
し
て
認

む
る
を
至
首
と
せ
ざ
る
か
。

に
就
い
て
問
は
れ
て
居
ら
れ
る
。

併
し
、

こ
れ
ら
は
何
れ
も

私
に
は
闘
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
、
私
は
科
皐
の
濁
立

牲
の
要
件
な
ど
に
就
い
て
論
じ
た
費
へ
は
な
い
。
少
く
も
私
の

第
三
十
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雑

鎌

所
調
「
経
漕
統
計
畢
」
に
就
い
て

記
憶
す
る
限
り
に
於
て
は
(
営
時
の
拙
稿
が
手
許
に
な
い
の
で

明
確
に
は
云
へ
な
い
が
て
恩
一
向
と
し
て
事
在
す
る
限
り
、
何
等

か
、
共
の
研
究
封
象
を
有
っ
て
ゐ
ゐ
の
だ
か
ら
、
統
計
壌
は
、

統
計
方
法
を
共
の
研
究
針
象
と
し
て
ゐ
る
と
一
式
ふ
甲
』
と
を
述
べ

た
に
と
J
Y

ま
る
。
而
し
て
、
統
計
的
研
究
な
る
も
の
は
‘
統
計
方

法
に
依
る
特
定
事
象
の
研
究
を
名
づ
け
に
も
の
で
あ
る
か
ら
、

況
に
か
旨
る
侍
定
事
象
ぞ
研
究
針
象
と
す
る
務
問
が
在
花
す
る

限
り
、
そ
れ
は
.
去
の
事
問
の
倒
城
に
印
刷
す

h

へ
す
も
の
で
あ
り
、

な
は
前
に
も
述
べ
た
理
由
か
ら
、
統
計
撃
の
性
質
上
、
斯
か
る

も
の
は
、
含
ま
る
べ
き
必
然
性
を
有
た
す
、
而
も
他
の
愚
問
の

領
域
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
問

に
含
ま
る
べ
含
も
の
で
あ
る
と
述
べ
に
に
過
ぎ
な
い
。
特
定
事

象
の
統
計
的
研
究
が
、
統
計
方
法
な
る
濁
特
の
研
究
方
法
に
依

る
か
ら
、
そ
の
方
法
の
特
質
か
ら
考
へ
て
、
濁
立
の
曲
学
問
で
あ

る
と
云
ふ
論
理
は
、
統
計
方
法
な
る
ち
の
が
、
全
く
、
「
事
」
の

分
類
は
方
法
に
依
る
と
云
ふ
意
味
の
方
法
で
あ
り
、
而
も
「
事
」

の
分
類
は
方
法
に
依
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
僚

件
と
さ
れ
る
隈
の
に
於
て
E
し
い
。
だ
か
ら
、
此
の
知
に
就
い

第一一一十巻

第
五
琉

O 
i¥ 

八
二

O

て
、
訟
は
二
つ
の
ニ
と
が
云
へ
る
。

一
つ
は
私
は
寸
拳
」
の
分
類

ぞ
如
何
に
す
べ
き
-F
な
ど
と
云
ふ
身
に
合
は
ぬ
大
問
題
を
論
じ

党
の
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
、
他
の
一
つ
は
郡
氏
、
自
ら
主
張

さ
れ
る
方
法
に
依
る
分
類
の
根
塊
を
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、
郡
氏
の
解
答
さ
る
べ
き
問
題
で
は
あ
ゐ
ま
い
か

0

・
と
同
時
に
営
然
に
統
計
壌
に
含
ま
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
共

の
根
憐
が
一
不
さ
る
べ
き
告
で
あ
る
。
私
し
は
市
内
し
て
、
か
冶
る
観

念
論
的
な
問
題
の
取
級
ひ
を
し
台
記
憶
は
な
い
の
で
あ
る
ο

統
計
事
の
研
究
針
象
が
、
社
合
的
大
量
現
象
な
り
左
云
ふ
こ

と
が
、
正
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
協
や
示
せ
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
私
の
か
泊
り
あ
ひ
の
な
い
問
題

で
あ
る
。
私
は
、
統
計
療
の
研
究
封
象
は
、
統
計
中
刀
法
で
あ
る

と
云
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
統
計
的
研
究
は
、
専
ら
枇
曾
の
大
量

現
象
ぞ
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
・
↑
h
c
其
の
統
計
的
研
究
な
る
も
の

は
、
統
計
撃
の
中
に
樟
系
つ
け
ら
る
べ
き
迎
由
が
な
い
こ
と
を

述
べ
大
。
そ
の
根
崎
四
は
、
営
時
の
拙
文
に
も
議
ベ
h
h
ニ
と
で
あ

り
、
本
文
に
於
て
も
繰
り
返
へ
し
論
じ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
十
紙

に
夏
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。



統
計
的
研
究
が
経
済
撃
の
一
部
門
に
属
し
、

一
科
目
と
し
て

認
む
る
こ
と
が
、
特
殊
の
研
究
方
法
会
有
す
る
が
故
に
至
営
で

あ
る
か
否
か
は
.
私
に
は
お
答
の
義
務
が
な
い
と
思
ふ
。
蓋
し
、

そ
れ
は
私
の
論
じ
た
問
題
の
領
域
外
の
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
「
経
済
事
象
の
統
計
的
研
究
」
郎
ち
郡
氏
の
所
謂
「
寅
在
撃

と
し
て
の
紅
済
統
計
事
」
或
は
統
計
的
経
済
壊
な
る
も
の
が
経

務
患
の
領
域
に
於
て
如
何
な
る
地
位
を
占
む
べ
き
か
は
勝
来
の

問
題
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

一
つ
に
は
、
か
、
ゐ
統
計
的
研
究
の

結
果
ぞ
如
何
に
組
織
し
得
ゐ
か
の
問
題
、
二
つ
に
は
、
「
経
済

事
」
な
る
も
の
を
如
何
に
考
へ
る
か
に
依
っ
て
、
理
論
的
に
は
、

此
の
問
題
は
一
謄
解
決
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
等
の
問
題
に
就

い
て
何
等
理
論
的
考
察
ぞ
加
へ
歩
に
必
要
で
あ
る
、
至
蛍
で
あ

る
と
論
じ
て
も
、
そ
れ
は
、
墜
問
的
に
は
何
等
意
味
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。

第
二
ナ
僚
と
し
て
掲
け
ら
れ
た
郡
氏
の
批
評
は
次
の
如
く
で

あ
る
。「

賂
川
氏
に
依
れ
ば
、
現
象
の
統
計
的
研
究
の
結
果
護
見
せ
ら

る
h

統
計
的
法
則
(
規
則
性
や
法
則
性
}
は
一
種
の
経
験
的
法
則

雑

所
鵡
「
鰹
湾
統
計
撃
」
に
就
い
て

鋒

で
あ
り
、
之
が
研
究
は
刷
曾
科
撃
の
研
究
の
一
過
程
で
あ
っ

τ、
そ
の
全
き
も
の
で
は
な
く
、
斯
か
る
法
則
を
誘
導
す
る
じ

止
ま
る
統
計
的
研
究
は
、
濁
立
の
科
事
た
る
を
得
ぬ
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
統
計
的
法
則
の
吋
E同

3
5
に
付
い
て
は
今
日
定
説

あ
り
、
そ
れ
は
皐
覚
す
る
に
大
量
の
集
圏
牲
の
記
載
に
止
ま
る

こ
と
は
賂
川
氏
と
共
に
之
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
土
と
ひ
斯

か
る
制
限
あ
り
と
は
云
へ
、
之
が
直
ち
に
濁
立
の
科
摩
た
る
を

妨
け
る
所
以
と
ぶ
る
と
思
ほ
れ
な
い
。

一
義
的
絶
対
的
芯
ゐ
悶

果
の
断
定
の
不
可
能
な
る
は
枇
曾
科
事
一
般
の
有
す
る
運
命
で

あ
り
、
之
れ
ぞ
以
て
統
計
的
研
究
が
他
の
枇
曾
科
墜
に
従
属
す

る
や
否
や
の
標
準
と
は
な
わ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
少
く
と
も
此

の
貼
に
闘
す
る
賂
川
氏
の
主
張
を
肯
定
す
る
に
は
氏
の
所
設
は

簡
に
失
す
る
。
云
ふ
所
の
統
計
的
法
則
が
、
他
の
枇
曾
科
皐
に

於
て
褒
見
せ
ら
る
、
法
則
と
精
密
度
に
於
て
常
に
契
る
こ
と
や

論
守
る
の
は
事
買
上
濁
断
に
あ
ら
歩
ん
ば
幸
で
あ
る
」
と
。

私
は
、
確
か
に
、
「
寅
質
的
科
撃
と
し
て
の
統
計
拳
」
の
在
在

を
否
定
す
る
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
統
計
的
法
則
の
性
質
か
ら

説
明
し
た
こ
と
は
事
責
で
あ
る
。
併
し
、
不
幸
仁
し
て
郡
氏
の

第
三
十
巻
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雑

銭

所
調
「
絡
輝
総
計
事
」
に
就
い
て

私
に
針
す
る
右
の
批
評
は
、
的
を
は
つ
れ
て
ゐ
る
。
私
は
此
の

問
題
を
二
つ
の
問
題
に
分
っ
て
論
じ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
印

や
り
‘

(
一
)
統
計
的
研
究
の
目
的
と
す
る
所
は
、
統
計
的
法
則
の
誘

一
導
で
あ
り
、
而
し
て
、
統
計
的
法
則
は
大
量
の
集
閤
性
の
記
載

ゆ
ぜ
そ
の
任
務
と
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
祉
曾
科
撃
の
目
的
と
す

る
所
は
、
法
則
の
裂
見
に
在
る
。
換
言
す
れ
ば
、
凶
果
関
係
ぞ

見
初
め
る
こ
と
に
在
ゐ
。
た
か
ら
、
軍
に
、
統
計
的
法
則
の
誘

導
の
み
を
以
て
し
て
は
、
我
々
の
祉
曾
科
阜
の
研
究
は
決
し
て

満
足
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
、
論
じ
て
葱
に
至
れ
ば
、

然
ら
ば
、
科
準
的
法
則
の
褒
見
殊
に
枇
舎
利
壌
の
研
究
は
如
何

に
し
て
達
成
さ
れ
る
や
と
云
ふ
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
様

に
息
は
れ
、
そ
ラ
し
な
け
れ
ば
私
の
説
明
は
郡
氏
に
依
っ
て
筒

に
失
す
る
と
云
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
全
く
問
題

外
で
あ
る
。
統
計
的
法
則
を
誘
導
す
る
の
が
統
計
的
研
究
の
目

的
で
あ
り
、
而
し
て
統
計
的
法
則
な
る
も
の
が
、
何
ん
で
あ
る

か
が
、
理
解
さ
れ
も
ば
、
而
し
て
ま
に
枇
曾
科
撃
の
任
務
が
な

ん
で
あ
ゐ
か
が
充
分
に
認
識
さ
れ
、
ば
、
か
も
る
疑
問
は
充
分

第
三
十
巻
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に
解
決
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ら
、
フ
。
な
は
附
言
し
て
お

く
べ
き
は
、
統
計
的
法
則
の
確
か
ら
し
さ
と
、
他
の
(
悶
田
市
)
法

則
の
確
か
ら
し
き
ゃ
比
較
し
て
、
そ
の
確
か
ら
し
さ
の
程
度
の

骨
一
年
令
以
っ
て
、
私
は
前
者
に
濁
立
の
科
副
宇
佐
な
く
後
者
に
在
り

と
論
じ
た
の
で
は
な
い
。
此
の
二
個
は
、
同
じ
く
法
則
と
云
ふ

も
全
く
性
質
の
異
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
異
る
性
質
の
ご
つ
の

も
の
や
何
ん
で
比
較
す
る
こ
と
が
山
内
来
よ
う
。
況
ん
や
附
者
の

確
か
ら
し
さ
の
比
較
舎
な
す
が
如
き
愚
を
敢

τし
よ
う
。
郡
氏

は
全
く
此
の
結
ぞ
誤
解
し
混
同
さ
れ
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

は
甚
だ
銭
念
で
あ
る
。

第
二
勤
、
私
は
、

一
歩
を
譲
っ
て
枇
曾
科
壊
の
中
に
も
此
の

様
な
大
量
の
集
圏
性
の
記
載
を
目
的
と
し
、
或
は
こ
れ
を
以
て

満
足
す
る
記
載
的
枇
曾
科
撃
が
あ
る
と
云
ふ
な
ら
あ
っ
て
よ

ぃ
。
併
し
乍
ら
、
か
、
る
記
載
的
批
曾
科
離
の
荏
在
は
甚
だ
同
悦

ば
し
い
。
蓋
し
、
か
、
る
科
墜
を
有
機
的
に
組
織
し
、
慎
系
づ

け
る
可
能
性
が
、
枇
曾
現
象
の
研
究
の
性
質
及
び
統
計
的
研
究

の
本
質
か
ら
論
理
的
に
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

私
は
右
の
二
賭
を
統
計
的
法
則
の
性
質
に
関
聯
し
て
論
じ
た



の
で
あ
る
。
郡
氏
が
此
れ
に
依
っ
て
そ
の
誤
解
を
解
か
れ
三
は

幸
で
あ
る
。

第
三
ク
僚
に
掲
け
た
都
民
の
批
評
を
考
へ
て
、
漸
く
本
文
の

筆
を
摘
く
こ
と
が
出
来
る
。

経
済
現
象
の
統
計
的
研
究
は
特
定
科
事
即
ち
経
済
墜
の
内
容

と
な
る
が
、
そ
れ
が
、
所
謂
「
統
計
事
」
で
は
な
い
と
云
ふ
の
が

私
の
見
解
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
へ
し
述
べ
に
。
都
民
は
、
私

が
「
統
計
的
研
究
」
令
、
「
研
究
科
目
」
或
は
「
教
科
目
」
と
し
て
の

存
在
を
否
定
し
去
つ
に
松
に
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
私
の
燭

れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
根
擦
と
し
て
、
郡
氏
は
、
私
が
、

ヂ
ー
ヂ
ヱ
ツ
ク
や
チ
ス
カ
を
冷
笑
し
、
そ
の
著
作
や
三
文
の
債

値
な
き
が
如
く
に
論
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ

れ
は
徐
ち
に
観
暴
な
推
定
で
あ
り
、
叉
甚
だ
私
に
と
っ
て
恐
縮

家の
、至

苦り
心で
のあ
葬る
作。

'l'自
冷ら
駕越
せ皐

主室
。，‘

な
私
m る

~~ -a 
"じ知
?こ Q
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そぞ
の大

著
作
が
債
値
が
あ
る
る
と
か
無
い
と
か
、
或
は
撃
者
に
有
用
で

な
い
と
か
云
ふ
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
た

J
S

、
此
等
の
著
者

の
統
計
撃
に
謝
す
る
見
解
と
、
共
の
著
作
に
示
さ
れ
た
貸
際
と

雑

録

所
謂
「
経
務
統
計
撃
」
に
就
い
て

が
一
貫
し
て
お
ら
ぬ
。
郎
ち
、
共
の
見
解
が
賞
視
さ
れ
て
お
ら

ぬ
ニ
と
令
指
摘
し
、
且
つ
統
計
的
研
究
の
統
一
あ
る
組
織
が
示

さ
る
べ
き
に
も
不
拘
、
僅
に
大
量
観
察
法
の
賞
際
問
題
が
示
さ

h
v
k
る
に
と
J
V

ま
る
こ
と
冶
漣
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
個
b

の
説

明
、
論
述
に
は
私
共
の
皐
ぶ
可
き
有
用
な
る
多
く
の
問
題
が
一
不

さ
れ
て
ゐ
る
に
も
不
拘
、
た
ぜ
そ
れ
が
理
論
的
に
一
貫
し
て
お

ら
ぬ
ご
と
を
憾
み
と
し
大
の
で
あ
る
。
郡
氏
は
、
濁
逸
の
忠
一
・
者

が
、
ヂ
l
ヂ
ヱ

γ
ク
の
著
作
の
有
用
な
る
こ
と
や
説
い
代
一
文

令
引
用
せ
ら
れ
て
お
る
が
、
そ
れ
は
、
私
の
問
題
と
し
た
庭
と

全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
評
者
の
批
判
の
親
角
と

私
の
そ
れ
と
が
異
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
敢
に
此
の
評
者
の
批

評
eq
以
て
私
の
批
評
に
封
抗
せ
し
む
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と

は
一
玄
ふ
迄
も
な
い
。
私
を
し
て
見
れ
ば
、
此
等
著
作
の
各
論
的

部
分
は
、
大
量
観
察
法
並
に
統
計
の
利
用
の
賞
際
的
説
明
を
奥

へ
た
黙
に
債
値
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
郡
氏
の
引
用
せ
ら
れ
た

濁
逸
事
者
の
云
ふ
遁
の
で
あ
る
。
併
し
、
私
の
指
摘
し
た
黙
に

就
い
て
は
、
都
段
の
引
用
す
る
限
り
に
於
て
、
他
の
事
者
は
何

も
云
っ
て
お
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

第
三
十
巻

i¥. 

第
五
披



雑

録

我
園
に
於
け
る
家
賃
信
用
保
険

「
教
科
目
」
と
し
て
統
計
的
研
究
ぞ
一
個
の
組
織
あ
る
も
の
と

し
て
教
授
す
る
こ
と
の
可
否
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
全
く
、
問

題
外
の
問
題
で
あ
る
。
強
い
て
卑
見
を
活
べ
れ
ば
、
教
授
上
の

目
的
が
何
謹
に
在
る
か
、
ま
た
そ
の
目
的
に
封
し
て
統
計
的
研

究
ぞ
如
何
に
組
織
す
る
か
に
依
り
、
可
否
が
分
か
れ
る
で
あ
ら

ヲ
。
こ
れ
は
理
論
上
の
問
題
で
は
な
く
、
賓
際
上
の
問
題
で
あ

る
か
ら
、
問
題
は
た
ず
具
鵠
的
に
の
み
考
~
得
ら
れ
る
。
滴
し

て
他
の
考
へ
方
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
つ
可
丸
、
「
教
科
目
」
と
し

て
の
問
題
は
、
私
が
先
き
の
論
文
に
於
て
取
扱
は
な
か
っ
た
問

溜
で
あ
り
、
ま
た
蕊
に
も
論
じ
得
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
理
論
上
、
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
問
題
と
す
る
筈
が
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
菰
は
、
都
民
の
云
は
れ
る
様
に
、
統
計
的
研
究

の
教
科
目
と
し
て
の
寄
立
の
可
能
不
可
詑
を
問
題
と
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

国

以
上
で
、
不
充
分
な
が
ら
、
私
は
拙
い
考
や
繰
り
返
へ
し
謹

べ
た
。
先
き
に
税
制
表
し
た
私
の
拙
文
は
、
展
開
さ
る
べ
き
私
の

第
三
十
巻

第
五
務

A 

四

研
究
問
題
の
一
烏
峻
聞
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
要
約
以
上
の

何
も
の
で
も
な
い
、
偶
々
篤
皐
な
る
郡
氏
の
限
に
腐
れ
て
教
ぞ

受
け
る
機
曾
を
得
た
が
、
他
日
、
個
々
の
問
題
に
就
い
て
評
論

す
る
の
機
舎
を
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
の
機
曾
に
於
て
大
方

の
御
敬
一
不
を
仰
ぎ
度
い
と
忠
ふ
。
忽
忙
の
問
、
筆
そ
執
り
、
文

辞
或
は
曲
四
巻
失
し
た
離
が
多
い
か
も
知
れ
ぬ
、
郡
氏
の
寛
恕
を

乞
ふ
所
以
で
あ
る
。

{
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二
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・
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